
＊
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

文
化
研
究
所
が
毎
年
行
っ
て
い

る
ネ
ッ
ト
調
査
「
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
２

０
１
３
」。
対
象
は
全
国
の
20

歳
以
上
の
男
女
、
調
査
人
数
は

５
０
０
０
人
。
性
別
、
年
齢
、

地
域
で
国
勢
調
査
に
近
い
構
成

に
な
る
よ
う
人
数
を
割
り
当
て

て
い
る
。
実
調
査
は
㈱
マ
ク
ロ

ミ
ル
。
本
デ
ー
タ
の
調
査
期
間

は
２
０
１
３
年
３
月
８
〜
14
日
。

個
の
厚
生
水
準
を
示
す

指
標
と
し
て
重
視
さ
れ
る
「
幸
福
感
」。

あ
く
ま
で
主
観
的
な
尺
度
と
さ
れ
る
幸
福
感
だ
が
、

そ
の
成
立
に
は
何
ら
か
の
普
遍
的
要
因
が
あ
る
の
で
は
―
―
。

５
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
調
査
結
果
か
ら
探
る
。

幸福度

分
析
に
あ
た
って

　
本
誌
１
０
１
号
で
は
主
観
的
幸
福
感
（
以

下
、
幸
福
感
）
を
表
す
デ
ー
タ
に
意
味
が
あ

る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
そ
の
影
響
要
因
に

関
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
れ
も
含
め
、
今

ま
で
、
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し

て
、
健
康
、
お
金
、
家
族
・
人
間
関
係
な
ど

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。

そ
の
背
景
に
は
幸
福
感
を
左
右
す
る
何
ら
か

の
普
遍
的
な
要
因
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
問
題
意
識
が
あ
る
。

　
従
来
は
便
宜
上
、
５
段
階
尺
度
な
ど
で
表

さ
れ
る
、
定
型
化
さ
れ
た
理
由
（
例
え
ば
健

康
状
態
）
と
幸
福
度
と
の
関
係
を
見
て
き
た

が
、
生
の
声
を
生
か
せ
て
い
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
拙
稿
で
は
テ
キ
ス
ト

（
文
章
）
を
用
い
て
幸
福
感
の
分
析
に
取
り

組
む
。
利
用
す
る
の
は
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
文
化
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
（
＊
）
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
〝
幸

福
度
（
11
段
階
）
評
価
〞
お
よ
び
〝
幸
福
度
の

評
価
理
由
〞
と
い
う
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
後
者

は
数
値
で
は
な
く
テ
キ
ス
ト
（
文
章
）
で
記

入
さ
れ
て
お
り
、
数
値
デ
ー
タ
以
上
に
豊
か

な
情
報
量
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
で
そ
れ
ら

は
回
帰
分
析
な
ど
に
直
接
使
う
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
得
ら
れ
た
５
０
０
０
人
分

の
回
答
を
す
べ
て
読
み
込
む
と
い
う
作
業
を

行
っ
た
。
幸
福
度
別
（
０
〜
10
）
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
理
由
（
文
章
）
を
読
み
、
何
ら
か

の
特
徴
が
あ
る
か
を
確
認
し
た
。
そ
れ
と
並

行
し
て
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
手
法

を
用
い
て
回
答
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
、

そ
れ
ら
が
幸
福
度
と
意
味
の
あ
る
関
係
を
持

っ
て
い
る
か
を
、
幸
福
度
別
の
キ
ー
ワ
ー
ド

出
現
頻
度
を
調
べ
る
こ
と
で
検
証
し
た
。

幸
福
度
別
理
由
の

傾
向
ま
と
め

　
ま
ず
、「（
あ
な
た
の
）
現
在
の
幸
福
度
を

０
（
全
く
幸
福
で
は
な
い
）
〜
10（
非
常
に
幸

福
で
あ
る
）の
数
字
で
表
す
と
ど
の
く
ら
い

で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
質
問
を
行
っ
た
結
果

がChart 1

で
あ
る
。
こ
の
主
観
的
に
評
価

さ
れ
た
幸
福
度
別
に
、「
そ
の
理
由
」
を
読

み
込
ん
だ
と
き
の
特
徴
を
図
の
左
右
に
示
し

テ
キ
ス
ト
分
析
で
探
る

幸
福
感
の

実
現
要
因

幸
福
の
理
由
と
は
？
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幸福度とその理由は人それぞれ Char t 1

幸福度9／代表的な表現
は「家族が元気で仲がよい
から」。プラス要因は3大
要因、自由、仕事というも
のであるが、金銭について
は、「お金はないけれど
～」という表現も多い。

幸福度7／不満が少ない
から、という表現が多くな
る。実感というよりは、幸
福だと思う“べき”という、
自分を納得させるような言
葉が目につく。金銭的には
余裕はないが、家族が仲良
くしているという記述が多
くなってくる。

幸福度5／｢不満はあるけ
れど何とかなっている｣「プ
ラス・マイナス両方ある」
が代表的な表現。あるいは、
幸福の基準がわからない、
幸福の定義は？といった、
評価をすること自体に疑問
を持つ層が多いのもこのク
ラスの特徴である。

幸福度3／細かい理由で
文章が構成されることが増
える。また「なんとなく」
を典型例に、お金や仕事が
ない不安、忙しくてゆとり
がないというように、文章
にあいまい性や将来への不
安が強調されることが多く
なってくる。

幸福度1／基本的な頻出
語は3大要因関連で幸福度
0と共通するが、生きてい
く意味が見えない、理想と
違う、希望がない、世の中
や社会が～というように、
マイナス理由がやや抽象的
あるいは心理的要因が強調
される傾向が見られた。

右頁文中にある「ライフスタ
イルに関するアンケート
2013」から作成。5000人の回
答者がそれぞれ自分の「幸
福度」が0～ 10までのいず
れに相当するかを選択・回
答した結果（分布）をハート
の大きさで表している（数値
は全体を100％としたときの
シェア）。また、回答者がそ
れぞれの幸福度を選んだ理
由（文章）を著者が読み込み、
その特徴もまとめた。

幸福度10／家族が健康、
よい関係という表現は幸福
度9と同様であるが、自由と
いう言葉や、毎日が楽しい、
充実しているという表現が
増えている印象を持った。

幸福度8／ 3大要因に関
する言葉がプラス材料とし
て頻出するようになる。不
満がないという言い方が増
え、足るを知る、よいほう
に考える、不満はあっても
それを意図して小さく評価
するといった、自分の心の
構えについての記述が多い。

幸福度4／このクラスでは
マイナス要因（3大要因は
常に主役）が主である一方、
プラス要因が混在し、迷い
が感じられる文章が増える。
生活のベースは確保されて
いるものの、悩みはあると
いうような表現が目立つ。

幸福度6／「Aであるもの
の、Bだから」（Bがプラス
要因）という記述が多くな
る。大きな心配要素がない、
普通の暮らしができている、
欲を言えばきりがないとい
うのが代表的な表現。

幸福度2／幸福度0、1は
あれもこれもだめという全
否定が多かったが、この段
階になると、3大要因を中
心に、そのうちのひとつの
みが幸福でない理由として
強調されることが多い。

幸福度0／ほとんどの回
答に具体的で深刻な理由が
記されている。3大要因を
中心に、居場所がない、仕
事がないといった内容で構
成されている回答が多い。

3.1%

2.4% 1

3.7%
2

5.8% 3

5.9%

4

16.7% 5

16.0%
6

19.8%

7

16.9%

8

6.7% 9

2.9%
10

0
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頻出する“3大要因”は
「健康（病気・けが）」

「家族（友人・人間関係）」
「お金」である。



た
（
分
析
者
＝
筆
者
の
印
象
や 

し恣  

い意
性
が
入

り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
）。

　
幸
福
度
０
か
ら
順
に
読
む
と
、
そ
の
変
化

が
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
。

幸
福
度×
キ
ー
ワ
ー
ド
分
析

　
前
節
の
評
価
は
あ
く
ま
で
筆
者
の
主
観
に

基
づ
く
も
の
で
客
観
性
に
欠
け
て
い
る
。
そ

こ
で
回
答
デ
ー
タ
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出

し
た
。「
〝
お
金
〞
が
な
い
」
と
「
〝
金
銭
的
〞

に
苦
し
い
」
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
語
は
ま
と
め
る
と
い

っ
た
作
業
が
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
は
不

可
欠
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
も
恣

意
性
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
注
意
）。

　
抽
出
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
出
現
頻
度
（
出

現
回
数
）
を
見
る
と
、「
家
族
」
の
１
２
３

１
回
（
こ
の
中
に
は
子
ど
も
、
配
偶
者
な
ど

の
類
似
語
も
含
め
て
い
る
。
以
下
同
様
）
を

は
じ
め
、「
普
通
（
の
暮
ら
し
が
で
き
て
い

る
）」
９
１
５
回
、「
健
康
」
７
８
１
回
、「
お

金
」
７
４
０
回
と
い
っ
た
言
葉
が
多
用
さ
れ

て
い
た
。

　
そ
の
中
か
ら
出
現
頻
度
の
高
い
27
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
幸
福
度
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
で
、

前
節
の
傾
向
ま
と
め
が
ど
の
程
度
妥
当
性
を

持
つ
の
か
を
検
証
し
た
。
幸
福
度
の
違
い
に

よ
っ
て
各
キ
ー
ワ
ー
ド
の
出
現
頻
度
に
差
が

あ
る
か
ど
う
か
の
検
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

27
語
中
22
語
で
有
意
な
（
統
計
的
に
意
味
の

あ
る
）
差
が
確
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
様
子
を
視
覚
的
に
表
し
た
の
が

Chart 2

で
あ
る
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、Chart 1

の
ま
と
め
が

一
定
の
妥
当
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
同
じ
デ
ー
タ
を
違
う
形
で
表
し
た
だ
け

な
の
で
当
然
と
も
言
え
る
が
、
二
重
に
確
認

を
す
る
こ
と
で
結
果
の
信
頼
性
を
高
め
て
い

る
。最

後
に

　
以
上
、
主
観
的
な
幸
福
度
の
背
景
に
は
何

か
共
通
の
理
由
が
あ
る
と
の
問
題
意
識
（
仮

説
）
を
も
と
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
以
下

の
よ
う
な
発
見
と
示
唆
が
得
ら
れ
た
。

　
第
一
に
、
幸
福
度
は
主
観
的
評
価
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
定
の
普
遍
性
・
合
理
性
を
持
ち
、

分
析
に
値
す
る
。
第
二
に
、
家
族
（
友
人
・

人
間
関
係
）、
健
康
、
お
金
は
頑
健
な
３
大

幸
福
要
因
で
あ
る
。
同
時
に
高
い
水
準
の
幸

福
度
に
お
い
て
は
お
金
の
プ
ラ
ス
影
響
力
は

薄
れ
る
。
つ
ま
り
、
金
銭
的
な
要
因
は
不
足

に
よ
り
幸
福
度
に
重
要
な
障
害
を
与
え
る

〝
衛
生
要
因
〞
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
に
、
幸
福
感
の
実
現
に
は
客
観
的
な
事

実
要
件
と
、
主
観
的
な
「
心
の
構
え
」
が
相

補
的
に
影
響
し
あ
っ
て
達
成
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
最
後
の
論
点
は
重
要
で
あ
り
、
生

活
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
い
生
き

方
）
を
実
現
す
る
た
め
に
は
客
観
的
な
生
活

環
境
の
改
善
と
と
も
に
、
そ
れ
を
解
釈
す
る

力
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
そ
れ
は
「
幸
せ
だ
と
思
え
ば
幸
せ

に
な
る
」
と
い
っ
た
、
安
易
な
自
己
啓
発
的

ト
ー
ト
ロ
ジ
ー（
同
語
反
復
）な
ど
で
は
な
い
。

自
ら
の
価
値
観
を
ち
よ
う鳥 

か
ん瞰 

し視
す
る
自
己
の
メ

タ
認
知
能
力
な
ど
、
合
理
的
な
生
活
リ
テ
ラ

シ
ー
を
獲
得
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

前出アンケートの回答者が
幸福度を選んだ理由（文章）
から、出現頻度の高い27語
を抽出し、その語の出現率
が幸福度によって異なるか
どうかを視覚化したもの。
各キーワードの幸福度別出
現率を合計し、その値を

100％に換算したうえで、各
幸福度のシェアを％で表示
している。たとえばキーワ
ード「家族」は、幸福度の
高い回答者が「相対的」に
多く用いていることがわか
る。

CEL Output Par t 1  Toyota Shogo

幸福感を左右するキーワードと幸福度の関係 Char t 2
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幸福度
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家族

13.6%

11.9%

9.1%

5.1%

5.8%

4.9%

4.2%

6.8%

5.1%

17.6%

16.0%

お金

13.1%

15.1%

14.7%

10.7%

10.2%

6.3%

6.0%

6.5%

7.0%

4.9%

5.6%

1,231回915回727回390回335回325回320回240回236回208回193回186回185回173回159回153回150回149回 162回

健康

12.4%

11.1%

9.3%

5.7%

5.9%

4.8%

5.8%

7.5%

6.6%

781回

16.2%

14.8%

生活

12.5%

11.0%

10.5%

6.6%

7.5%

8.5%

7.2%

8.3%

5.6%

11.1%

11.2%

幸福

9.8%

9.6%

8.0%

12.5%

12.4%

10.0%

5.4%

4.2%

1.6%

14.8%

11.7%

不安

3.4%

6.7%

7.1%

7.9%

12.3%

14.5%

17.6%

13.2%

10.3%

1.6%

5.5%

仕事

5.9%

6.8%

6.5%

4.1%

6.4%

10.3%

8.9%

17.4%

14.3%

9.2%

10.3%

個人

12.6%

9.1%

6.9%

6.2%

6.7%

7.3%

6.0%

12.8%

6.3%

9.7%

16.4%

自由

17.4%

16.4%

8.9%

6.0%

1.6%

5.5%

4.9%

1.9%

4.4%

15.8%

17.2%

衣食住

12.7%

12.4%

12.6%

6.7%

5.3%

3.9%

3.6%

7.4%

10.8%

24.8%

希望

3.9%

3.6%

4.9%

5.8%

13.8%

13.0%

18.4%

16.8%

11.1%

5.4%

3.3%

不満

2.9%

17.0%

14.8%

11.5%

6.9%

6.0%

9.2%

7.1%

9.9%

14.6%

愛

20.2%

16.2%

12.3%

9.6%

4.5%

4.9%

6.1%

3.1%

3.6%

9.3%

10.2%

118回

満足

17.8%

13.2%

10.4%

8.6%

8.7%

7.3%

4.4%

2.3%

2.8%

24.5%

人間関係

12.4%

13.5%

10.7%

8.4%

7.3%

3.8%

8.4%

7.8%

7.2%

7.4%

13.1%

不幸

5.7%

9.0%

7.1%

9.7%

11.0%

11.1%

13.0%

7.6%

7.3%

11.3%

7.1%

安定

17.5%

15.2%

16.8%

17.9%

14.5%

4.3%

7.4%

6.3%

幸運

20.2%

23.0%

21.2%

15.1%

12.4%

4.4%

3.7%

余暇

17.7%

13.5%

14.5%

14.3%

8.0%

4.6%

5.4%

3.3%

8.6%

8.0%

2.1%

心

6.8%

10.8%

13.6%

10.2%

12.7%

5.5%

4.4%

9.0%

8.8%

5.4%

12.7%

楽しい・充実

18.2%

22.4%

14.0%

7.6%

3.0%

2.4%

1.2%

1.9%

4.6%

24.6%

普通

12.7%

12.5%

12.4%

11.2%

7.4%

7.2%

3.5%

3.4%

3.8%

14.3%

11.5%

740回116回86回79回73回16回

高齢

4.7%

6.1%

5.6%

7.9%

7.3%

6.9%

13.9%

7.1%

18.2%

11.3%

11.0 %

友人

22.9%

19.9%

17.3%

17.4%

5.0%

5.6%

2.3%

5.5%

4.3%

社会

6.9%

12.0%

8.3%

4.5%

8.1%

3.6%

8.5%

6.9%

5.3%

16.5%

19.4%

孤独

8.2%

4.7%

5.8%

5.5%

15.7%

8.0%

37.2%

14.9%

比較

9.3%

9.6%

14.4%

16.4%

7.4%

6.3%

8.6%

6.7%

5.1%

16.1%
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